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Ⅰ 研究指定校の概要

１ 学校・地域の特色及び実態

本校は，小高い丘陵地にあり，北東から南西に約15ｋｍ，

北西から南東に約７ｋｍにわたる中山間地帯を主体とする

地域である。ここに，22の集落が点在しており，保護者所

帯はこのうち31所帯，全体の約９％で高齢化が進んでいる。

通学距離は，最も遠い地区で約10ｋｍ近くある。４ｋｍ以

上の遠距離地区及び登下校の安全上配慮（学校から公民館

までの距離が４ｋｍ未満の場合は，有償）を要する地区の

児童にはスクールタクシー（ジャンボタクシー１台，中型

１台，小型１台）を配置して登下校の送迎を行っている。

また，学校創立２０年を迎える本校は，創立以来算数科

の研究を進めてきている。近年は，少人数指導や複式指導

の在り方について研究を進め，昨年度は算数科の自主発表

を行った。しかし，創立当初１００名を超えていた児童数

は年々減少傾向にあり，平成１７年度から複式学級を設置

している。

２ 学校の概要（平成22年5月1日現在）

へき地学校の級（なし）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特別支援 計

学級

児童数 ４ １１ ６ ９ ５ ５ １ ４１

単式複式 単式 単式 複式 複式 単式 ５

教員数 １２名

Ⅱ 研究の内容及び成果等

（１） 複式学級における教育課程の編成及び学習指導の

工夫改善

（２） 小規模学校の実態に即した教育課程の編成及び学

習指導の工夫改善

１ 研究主題等

(1) 本校の研究主題

主体的に学ぶ力をはぐくむ算数科授業の指導の工夫

～少人数を活かした熊本型授業を目指して～

(2) 研究主題設定のねらい

少人数及び複式指導の特性を活かし，個に応じた指

導の充実を図る。そのために，児童一人一人の個人カル

テの作成を通して，より具体的な児童一人一人の実態把

握を行い，指導の改善工夫を進めていく。また，間接指

導の際に，具体物操作やＩＣＴ等を活用することで言語

活動の充実を図る。このことは，熊本型授業における能

動型学習を充実させていくことにつながっていくと考え

る。さらに，研究初年度は教育課程移行期ということも

あり，複式学級における年間計画の見直しをはじめ言語

活動の充実に重点を置いた取組を進めていくことにして

いる。

(3) 研究内容及び方法等

○複式学級での教育課程の工夫（類似単元の共通実施）

・複式学級における算数科年間計画の入れ替えを実施。

・移行期における複式学級の同一単元の実施。

・間接指導の際の教材教具，ＩＣＴ機器活用の工夫。

○言語活動の充実

・段階的なノート指導の実施。

・低学年からの段階的な話し合い活動の指導の工夫。

○少人数での学習過程の工夫（「は・く・す・い・小学習」）

・自力解決，集団解決といった手順を全学年が進めるとい

った，学習のシステム化の実施。

・児童の主体的に学ぶ力を高めるために，授業の見通しを

もたせるための手だての工夫。

○自己診断表の作成・活用

・自己診断表や補助教員分析表などを活用することで，学

習内容の定着状況を把握し日々の授業での活用。

・基礎基本到達目標（ゆうゆうゴール），迫水チャレンジ

（発展問題）等を活用した授業を展開する。

○学習環境の整備

・教材教具の整備一覧表作成（児童用教具の整備も含む）。

・算数遊園地化（体験を通して量・重さ・長さ感覚等を身

に付ける場の設置）計画及び算数集会の実施。



(4) 平成22年度の取組

時期 具体的な取組と考察

４月 ○研究計画

○昨年度熊本県学力調査における実態調査分析

５月 ○今年度前半における意識調査の実施及び分析

○算数科における第３～６学年の教育課程の複式

指導計画の見直し（同単元で実施が可能）

６月 ○人権教育研究会の実施

７月 ○複式指導の実践研究校への研修視察（本校で活

用できる内容の確認・分析）

○検証授業指導案の作成（キーワード化）

８月 ○教材教具，ＩＣＴ機器活用の研究

○講師招聘（大学及び県立教育センター）の授業

研究会の実施（複式指導のポイントの確認）

○授業の見通しをもたせる学習計画シート作成（自

己診断表の作成・補助教員による診断表の作成）

○学年の発達段階に応じた学び方，ノート指導，

話し合い活動等の先行研究（指導方法の確認）

○算数科における第３～６学年の教育課程の複式

指導計画の見直し・改善

○発達段階に応じた指導方法の見直し・改善（段

９月 階的な到達目標作成中）

○授業研究会の実施（２年生，特別支援学級）

○理論に基づく検証授業及び授業研究会の実施（共

１０月 通指導内容の確認）

○具体物等教材教具作成（現在作成中）

○算数集会の実施（校舎内の整備，実施準備完了）

２ 研究の成果と課題

(1)【平成22年度の研究成果の要点】

先進校視察や大学，県立教育センターと連携しての理論

研修，近隣校における複式指導の現状把握などを通して，

本校の研究の方向性が明確になってきた。

また，児童の情意面の把握やこれまでの研究の成果の分

析等を行うことで，より具体的に研究を進めることができ

る土台ができてきた。さらに，研究授業を通して，低学年

からの系統的な指導（話し合い活動，ノート指導，言語環

境）の方向性も見えてきている。日々の授業評価や言語活

動活用方法，児童一人一人の到達度状況確認方法の工夫と

いった改善点も明確になってきている。

(2) 研究の成果と課題

① 具体的な研究課題１

ア 学習過程の工夫

複式学級での学習課程の工夫（類似単元の共通実施）

や少人数での学習過程の工夫（「は・く・す・い・小

学習」）（表１）を進めることで，学習を効率よく進め

ていくこととする。

イ 取組

複式学級における算数科年間計画の入れ替えや移行

期における複式学級の同一単元を実施した。さらに，

「は・く・す・い・小学習」が効果的に進められるよ

うに，掲示物や授業の進め方一覧表などを作成した。

表１ 「は・く・す・い・小学習」の内容

ウォーミング・アップ フラッシュカードなどで既習内容の確認

は・っきりつかむ 具体物・ＩＣＴを活用しての課題把握

く・わしく考える 具体物・ＩＣＴ等を活用しての自力解決

す・っきり整理する 話し合いを通しての共同解決

い・かしてみよう 確認問題の実施

ふりかえりま・しょう 学習のポイントを文章化

図１ 具体物操作を活用した話し合い活動

ウ 成果と課題

複式学級では，単元によって単式で授業を行え，よ

り効果的な授業を展開することができた。また，自力

解決，集団解決といった学習のシステム化を全学年が

行うことで間接指導の際の学び方が明確になり授業が

スムーズに展開するようになってきている。

② 具体的な研究課題２

ア 言語活動の充実

言語活動の充実を図るために，低学年からの段階的

なノート指導を進めることにした。このことにより，

複式学級になった場合，一人学びをすることができる

ような準備をすることを目的とした。



イ 取組

ノート指導方法を共通理解し，低・中・高学年それ

ぞれで取り組んでいくことにした。また，ノート指導を

通して以下のようなことをねらうこととした。

図２ ノート指導でねらう力の構造図

ウ 成果と課題

低学年から書く活動に重点を置くことで，少しずつ

自分の考えをまとめることができる下地ができつつあ

る。また，相手に分かりやすく伝える活動を入れたこと

で，自分なりの言葉で表現できるようになってきている。

③ 具体的な研究課題３

ア 自己診断表の作成・活用

単元毎に，自己の到達状況を確認し，何ができて何

が分かっていないかを明確にしていくことで，日々の授

業を見直していくようにした。

また，複式学級においては，複式補助の先生に到達

状況を記録してもらい，日々の授業の中でも活用してい

くようにした。

イ 取組

低学年は担任が，中・高学年は児童一人一人が単元

テストから，どこを間違えたのか以下の項目で分類し，

同様のミスを防いでいくようにした。

また，複式補助の先生は，同様の項目で記録しなが

ら，間接指導の際の到達状況を記録し，担任に伝えてい

くようにし，学習内容の定着を図るようにした。

表２ 単元テスト間違い分類表

○間違いのタイプ別分類表

Ａ 問題読み間違い

Ｂ 式の間違い

Ｃ 計算間違い

Ｄ 単位の間違い

Ｅ 意味が分からない

その他 （言葉で）

ウ 成果と課題

児童は，単元毎に間違えた問題を自己診断表に書き

写し，その間違いを表２に従って分類する。さらに，

自分なりの考えで，どのような対策をするのかまとめ

ていくようになってきている（表３）。このことによ

り，自分が，どのような間違いをしているのか，その

傾向に気付くようになってきつつある。また，複式補

助の先生が，間接指導の際の自力解決の場面での到達

状況，集団解決での話し合い活動状況を記録し，担任

に伝えることで，状況に応じて授業の修正を図るよう

になってきつつある。今後，基礎基本到達目標（ゆう

ゆうゴール）や迫水チャレンジ（発展問題）等を活用

することで，日々の授業改善及び学習内容のさらなる

定着を図っていく必要がある。

表３ 自己診断表

番号 間違えた問題 ﾀｲﾌﾟ 対策

表 ② ７ ８ 約分 最後に必ず約分できる

５ ６ 15 忘れ かを確認する。

裏 １kgの米をたくのに 式が分からないとき

５ ８/５ℓの水を使いま Ｂ は，図や表などで表す。

す。７/10kgの米を

たくには，何ℓの水

が必要ですか。

④ 具体的な研究課題４

ア 学習環境整備

本校は，これまで算数科の研究を進めてきているの

で，算数科の教具が数多くある。そこで教材教具の整

備をし，一覧表を作成することで，授業の効率化を進

めていくこととした。また，算数遊園地化計画（校舎

内に，量感覚，重さ感覚，長さ感覚など, 体験を通し

て学ぶことができる場所の設置）及び算数集会の実施

をすることで，児童一人一人の基礎感覚づくりを行う

ことができるようにした。

イ 取組

資料室を整理する。その際に，単元毎に教具を分類

するだけでなく，整

理した状態の写真を

撮り，掲示するよう

にした（図３）。そ

のことにより，児童

も後片付けがしやす

くなるようにした。 図３ 資料室棚の様子



また，どの学年のど 表４ 教具一覧表

の教科で使うことがで

きる教具があるのかを

一覧表（表４）にまと

めることで，より効率

的に授業準備ができる

ようにした。

さらに，学校内に様々な感覚づくりの体験場所を設

置することで，休み時間等で遊びながら学ぶことがで

きるようにした。

ウ 成果と課題

昨年度までに，資料室等の整備を行っていたが，今

年度再度整備を行った。教具が増えたり，使いにくく

なっていたものを整理するためである。

また，一覧表も，新学習指導要領に準じて作り直さ

なくてはならない。これまで作成したものを基に，今

後改善していく必要がある。さらに，昨年度から実施

している算数遊園地化計画も，新たに改善した。児童

も楽しみにしているようである。後期から，ようやく

活動ができるようになってきた（図４・５・６・７）。

図４ わくわくショップ 図５ タングラム

図６ ﾍﾟﾝﾀｺﾞﾝ･ﾍｷｻｺﾞﾝ 図７ はじいてポン

⑤ 具体的な研究課題５

ア 実態把握及び分析

児童の現状を把握するために，質問紙による実態調

査を行うことにした。このことにより，児童一人一人

の情意面を明らかにし，複式指導や話し合い活動，算

数に対する意識などを明確にし，その変容を見ながら

指導改善に活かしていくこととした。

さらに，熊本県学力調査問題を分析することで，日

々の授業の中で思考力・判断力・表現力等を問う問題

作りに活かすことができるようにした。

イ 取組

年度始めに，児童の実態を取ることで，今後の変容

を図っていくことにした。特に，複式指導に対する意識

や話し合い活動に対する意識を，約30項目にわたり調査

した。より具体的な現状を把握するためである。

また，熊本県学力調査問題は，ＰＩＳＡ型を意識し

て作られた問題である。この問題を通して，思考力・判

断力・表現力等を問うようになっている。

今年度はその問題から，本校の課題となっている「数

学的な考え方」にしぼり，内容を分析していくことにし

た。このことにより，日々の授業での「発問作り」や迫

水チャレンジ（本校オリジナルの発展問題）作りに活用

していくことで，より効果的な授業の実践，学力の向上

などを目指していくこととした。

ウ 成果と課題

アンケート調査結果の分析は，今後も行い，その変

容を細かく分析しながら，日々の授業の中に活かしてい

くようにしたい。また，熊本県学力調査問題分析に関し

ては，現在問題分析だけでなく，解答方法の分析も行っ

ている。このことにより，日々の授業の最後に児童がま

とめる内容の方向性を見いだしていくようにしたい。特

に，今年度は重要語句を「キーワード化」することで，

言語事項の確実な定着を図るようにしているので，その

点の方向性を見いだすことができるようにしていきた

い。さらに，他教科とのつながりを大切にしながら，言

語活動の充実を図っていけるような基礎資料の一つとし

ていきたいと考えている。

３ 研究経過・成果の普及

７月に佐賀県で開催された，九州算数・数学研究大会で

本校のこれまでの取組を発表し，一定の評価を受けた。ま

た，管内の複式部会でも本校の実践を発表し，多くの様々

な先生方から御意見，御指導をいただくことができた。今

後，これら研究過程をホームページ等で紹介していきたい。

４ 今後の展望

これまで研究を進めてきたことを日々の授業実践に少し

ずつ取り入れてきた。後期から，通常の授業で積み重ねて

きていることを，研究授業で紹介し，検討・分析等を行い，

よりよい授業づくりにつなげていきたいと考えている。


